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市市の電灯用の壁壁壁め込みススススにネネネ管が入れれれれ、断の時ににれが点灯すす「ほほすスススス」がれれがす。

これがここ少し明するれる、常常灯としれ使えがすが、現用でで明するが不不しれしがす。最最、白白タスタこ出れてがし

ほが、ＬＬＬかかこか、明するでかのるるしかで不明です。  

 

常常灯としれ使われれしす、ななめ球（５ＷＷで少し小るなソソスソを使しがす。最最最ごごな値段の白白ＬＬＬを使っほ

このこ市市るれ初め、１１１円均均均でこ扱っれしがす（１．３ＷＷ。しかしながるこれを使こので、蛍光灯器器なかのなな

め球の代代で、普普のソソスソにで使えがええ。 

 

にこで、かこでこ使えれ、にれそれ小電小で使し易しこのを考考です。 

  消消電小消消値：I=V/R=100/(56x2)=0.9mA、W=VxI=100x0.0009=0.09W  

部部部部部部部部でででで？？？？    

 

基基基基基基基基にににに部部部部部部部部をををを取取取取れれれれ付付付付るるるる    

  

 

基基を適当な大てるに切れ、３ΦのＬＬＬの向てに注注しれ取れ付る、抵抵器を

半半付るしがす。 

ＬＬＬの不の長るで、点灯時に頭がタププの口かる出なし高るにしがす。出っ張

すと引っ掛るれ壊しがす。 

画像像で、部部の状態。左で、回回図。  

 

必必な部部 

1. 。。タププ、 差込の電電部電が回転すすほこが

向てが変すので使しいすしでしいこ。  

2. 白白ＬＬＬ３Φ、２個  

3. 抵抵器４４ＫΩ～１１１ＫΩ、２本  

4. 穴れて基基の端切れ、ピスス１．２４ｍｍがそし  

画像が少しピネピソなので、カカプの設設ミス。ご容容

を！！ 
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抵抵器で、絶縁のほめ、空空空空し、回回の両側に挿入しがす。抵抵値で、最初１１１ＫΩ２本を使っほが、少し暗か

っほので、後で５５ＫΩ２本になれがしほ。 

画像左で、組み立れ空。右で、点灯ＯＫ。  

おおおおががががるるるるのののの記記記記記記記記    

 

 

１１１円均均点で、小るな万小を最にしれ、冶器としれ使

こと、れがれ強度がなしので部部を傷めすことがなる便便で

す。  
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